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法人名 大和ハウスライフサポート株式会社 施設名 もみの樹・渋谷本町 

発表タイトル 

・（主題）高齢者への生活意欲を繋げる心へのアプローチ 
・（副題）喜びを促す支援で食思・運動機能向上 

研究の目的 
・病院での身体拘束を経て入居された T 様に対し、ADL・QOL の向上を目指す 
・上記取り組みに対し、何がご本人の意欲向上に繋がるか検証する 

発表の概要 

・病院での身体拘束を起因に意欲低下が見られた T 様に対し、小さな目標設定を行い、成功体験

を呼び起こすことで、ADL・QOL の向上を目指す 
・日々のコミュニケーションの中から、今ご本人にとって適切な目標を探り、結果と共に検証す   

  る 

研究方法 

①食事・水分摂取量 
②排尿状況 
③その他、介助量（FIM） 

成果・結果 

①食事：経口栄養剤と高カロリーゼリーのみ⇒食事全量摂取 

 水分：830cc⇒1700cc 

②バルーンカテーテル留置⇒自己排尿可 

③FIM 評価55点⇒FIM 評価64点 

※①②③を経て表情も明るくなり、QOL の向上も見られた 

考察 
・職員の一方的な願いではなく、ご本人の声を聴くことで、より主体的に目標設定や実際の取り組

みに臨まれ、より良い結果に結びついたと考えられる。 

アピールポイント

伝えたいこと 

入居前は意欲低下が見られた T 様ですが、ご本人の声を参考に具体的な目標を設定することで、

明るく社交的な本来の T 様の姿を取り戻すことが出来ました。息子様のカフェでのひと時は大変

満足されたご様子で、T 様だけでなく職員も今後のイベントが楽しみです。 

 


